
　

　７月のイベントは「駄菓子屋ぶんちゃん」と「画材を購
入して絵を描いてみよう」の 2 本立て。
　７月２３日は土用丑の日。この日に「う」のつく食べ物
を食べると夏バテしないと言われています。ということで

「う」のつくお菓子「うまい棒」を中心にいろいろな駄菓子
を文具のなる木の前で販売しました。お子様から大人の方
までいろいろな年代の方にお楽しみいただきました。土用
丑の日といえば「うなぎ」ということで、「う」はつきませ
んが蒲焼さん太郎もあ
りました（笑）
　そしてもう１つ、８
月にはサマフェス、パ
イロットのフォトフ
レームコンテスト（こ

ちらは開催中！）など、「お絵かきコンテスト」がたくさん開催
される！ということで、画材を￥８００ご購入いただいた方へ八
つ切画用紙を 2 枚枚までプレゼント。コンテストに出してもよし、
おうちで楽しんでもよし！ですが、８月２７日・２８日のサマフェ
スにお持ちいただけるととても嬉しいです！８月１日から作品の
募集を始めておりますので、小学生以下のお子様はふるってご参
加ください。お待ちしております！
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　年賀状は出すけど、暑中見舞いはもう出さないと
いう方、多いんじゃないでしょうか。しかし！「暑
中見舞い」は、猛暑期に「普段なかなか会えない方
やお世話になった方の健康を気遣い壮健に過ごして
欲しいとの願いを届ける夏のあいさつ状」。そうです、

「今、このコロナ禍にピッタリ」なんです！
　暑中見舞いの習慣は、江戸時代にお盆に里帰りす
る際、直接、品を持参して祖先の霊に捧げていたこ
とにが由来といわれています。そこからお世話になっ
ている人全般への贈答の習慣になっていきました。
遠方で訪問できないお宅には、飛脚便を使って贈り
物や書状を届けていました。
　それが、明治 6 年の郵便制度の発達とともに、こ
の贈答の習慣が簡素化されあいさつ状を送る習慣に
なっていき、大正時代に現在の「暑中見舞い」とい
う形が定着しました。
　「暑中見舞」を出す時期は二十四節気の「小暑（7
月 7 日頃）」～「立秋の前日（8月 7 日頃）」にかけ

て送るのが通例です。「残暑お見舞い」は立秋（8月 8日頃）」～ 8月末頃までに、遅くても「処暑の候（9
月 7日頃まで）」に届くように送りましょう。実際の暑さより暦が基準になります。
　久しぶりに暑中お見舞い（残暑お見舞い）、出してみませんか。　　　　　（参照：日本郵政 HP より）
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